
第言99害警

裕和 41年 4}警16開発行

爽 fi 野

千葉;築家著蓄食器書官我孫子町役場

寝苦言〈あぴ ζ)42・14 2・24:1

鰍殺税金手7fl3岳民第三種郵便物言書官尊

発行問緩fl 1 a 016民 1部2F号

4毘

璽定資産税 ([>1期分です
都市計両税
4fl28お{ヨド)午前9時から午後4緑まで輿

僚懇で議事案ti'J入務務をおζないますかちとf利

用ください。

納税の

3完町議会

千
六
百
万
問
問
で
す
。

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、
教

官
開
蝉
貝
の
我
孫
子
第
一
一
小
検
制
松
市
制

限
教
家
増
築
工
事
繭
賀
市
ハ
汚
い
も
十

紙
万
沼
不
問
問
、
我
孫
子
雌
抑
制
開
小

学
校
給
食
議
絞
殺
ヱ
事
、
一
一
一
百

九
十
八
万
コ
キ
問
問
、
山
崩
A
A
小
学

校
w
L
続
殺
す
る
斡
刊
徐
学
級
費
二

百
六
十
八
万
引
品
不
問
、
各
学
校

の
教
杉
田
市
鵬
関
口
聞
の
均
織
を
附
蹴
る

た
診
一
千
百
五
十
万
コ
ナ
問
問
が

齢
制
上
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
閥
苅

榔
撤
伸
一
機
の
学
力
向
上
花
田
ポ
す
俊

樹
削
が
火
器
い
と
閥
期
待
さ
れ
ま

す
。
な
が
抑
制
探
知
子
中
学
校
体
育

館
時
開
設
焚
ス
ヂ
間
関
潟
十
三
万
九

千
田
口
に
よ
っ
て
、
也
、

ω綴
ど
け

逮
議
場
繁
の
関
陣
織
と
後
絡
の
体

力
出
向
上
に
成
果
を
挙
げ
る
と
と

が

で

き

る

と

期

待

し

て

い

ま

す

水

道

予

算

務

総

資

で

は

、

滋

捕

唱

す

る

搬

入

議

総

綴

一

一

十

九

万

m
口
で
、
本
会

液

晶

臥

絡

に

対

脱

却

す

る

た

め

の

鉄

鉱

則

は

波

立

採

算

性

を

輪

駆

持

し

て

品

脱

線

の

総

入

鞠

尚

一

一

蕊

十

万

円

に

い

ま

す

。

よ
ち
、
後
側
関
mw
品
岬
附
綿
入
が
あ
っ

A
綴
税
関
問
中
毒
{
年
度
上
水
道
世
帯

て

も

活

動

で

き

る

の

で

俊

民

の

業

予

算

不

安

を

一

認

で

き

ま

す

。

新

し

く

設

け

た

帥

村

総

会

計

で

土

木

由

民

は

、

町

道

新

制

蹴

機

構

法

災

総

額

四

千

五

後

九

十

む

万

五

千

金

一

一

ザ

ナ

忍

百

万

、

都

市

下

水

路

間

の

う

ち

田

口

平

霊

平

成

夜

W
M
m
口M
V
、

緩
滋
楠
践
の
七
百
七
十
万
m
問

、

防

水

送

衛

設

費

と

な

っ

て

お

h
ソ、

一

般

和

利

間

間

十

一

一

年

路

支

出

品

帽

の

お

欽

」

と

穫

量

添

え

る

ζ

と
日

開

制

は

コ

然

」

と

定

め

ら

れ

ま

詠

滋

跡

取

は

、

送

付

の

祭

、

一

し
た
α

ふ
ザ
書
く
部
引
っ
て
封
入
し
て
一

二
一
詠
送
致
β
絞

釜

山

文

え

あ

り

ま

せ

ん

。

一

1
一
人
一
骨
髄
限
り
と
し
、
ホ
ホ

pu
以
上
に
つ
い
て
疑
問
問
が
あ
一

発

表

の

歌

ち

ま

し

た

ら

、

一

で

あ

る

と

昭

和

四

十

二

年

歌

会

始

の

妻

、

，

E
r

と

。

式

怒

毅

あ

て

2
撃

の

闘

用

お

胤

及

び

詠

進

要

鎖

に

、

住

孫

、

民

制

酬

は

満

市

脱

税

名

寄

脊

器

、

憲

政
紙
一
枚
寄
附
向
い
、
屯
筆

mw
機
会
は
、
約
印
が
十
湾
総
切
や
舎
は
っ
た
返
信
用
問

で
浅
畿
の
ζ
と

。

十

日

ま

で

の

も

の

は

有

効

封

筒

巻

添

え

て

側

出

会

し

て

3
裳

式

は

、

半

紙

れ

管

制

酬

に

一

一

と

し

ま

す

。

下

さ

い

。

つ
折
り
に
し
て
、
お
学
総

5
葱
授
の
あ
て
先
は
コ
然
淡
一
日
一
爆
者
.
の
民
各
は
、
本
都
中
八
月

に
お
閣
と
致
、
盗
事
総
延
中
央
郵
便
時
同
区
内
脚
師
向
上
向
刊
に
発
表
し
ま
す
。

仲
間
随
所
、
民
名
(
ふ
ち
が
な
〉
げ
い
と
し
封
柑
捕
に
「
務
滋

-
T
 

制緩
誓p

n
 

特A
昭
和
附
間
十
一
年
離
脱
隅
融
問
問
像

機
保
険
事
業
予
察

同
糊
糊
附
笈
不
一
エ
民
会
開
口
十
八
万
円

で
、
昨
作
知
ゅ
の
予
算
と
比
較
し
て

耐
間
資
七
十
柑
悶
万
一
一
一
千
円
の
増
と

な
う
て
い
ま
す
が
、
係
数
給
付

掛
貝
(
加
入
者
の
際
線
総
絡
に
あ

て
る
)
が
お
も
な
も
の
で
念
品
体

の
八
十
四
%
を
し
め
て
い
ま
す

A
昭
税
関
十
一
年
変
実
関
蹴
縮
問
教

役
線
路
夜
、
機
業
を
番
〈

と
ル
M
G

4
務帥滋訓
w
綴
隊
法
、
本
年
九

月
一
段
か
ら
十
月
十
日
立

で
と
す
る
。
た
だ
し
総
送

水

道

事

業

開

始

五
年
継
続
で
五
万
人
給
水

昭和41ま字放一般会務予算
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二
千
万
円
の
務
作
品
A
躍
を
す
る
ほ

か
、
新
聞
帆
帆
訳
糊
降
〈
油
部
終
予

l
取

手
県
〕
努
叫
間
金
、
前
時
務
総
務
働
問

掴
措
醐
買
が
総
務
受
託
計
上
し
て
い

ま
寸
。

際
線
開
間
十
五
日
時
度
ま
で
の
}
成
年

総
総
務
線
に
よ
っ
て
五
万
人
の

給
水
密
閉
付
制
機
と
し
て
い
ま
す
。

A
源
和
問
・
十
一
彩
夜
叉
送
会
土

地
区
一
画
繋
毅
務
総
予
算

問
問
和
三
十
必
然
か
ム
絞
め
て

い
る
本
祭
器
最
も
一
点
隊
問
脅
減
免

求
総
疫
療
に
ヱ
寵
申
告
ぷ
完
成
す
る

予
媛
で
あ
り
、
そ
の
総
献
間
一
後

二
千
日
一
済
紙
十
一
万
一
手
間
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。
時
昨
年
と
比
較

し
て
四
千
九
夜
'
七
十
豆
沼
町
内
の

矯
額
と
な
っ
て
b

紛
争
、
そ
の
大

半
法
事
業
祭
で
み
ち
ま
す
。

A
制硝血相開問ム
T
一
年
度
柏
村
紛
糾
刑
滋

活
嶋
栂
揖
療
曲
面
予
算

縁
側
桝
一
千
六
百
二
十
五
万
問

で
、
そ
の
帥
特
別
財
産
の
あ
っ
た

総
綴
の
公
災
犠
幾
欄
揮
に
あ
て
ら

れ
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す

G

A
公
告
式
縁
側
関
の
…
縮
財
政
一
止

公
一
不
等
奇
樹
掲
示
す
る
機
所
と

防
法
仏
り
て
い
る
滋
花
、
判
部
俊
交
問

の
双
刊
紙
訊
骨
跡
地
を
訂
反
し
た
も
の

で
み
ち
ま
す
6

時
悼
公
務
総
条
約
と
は
、
公
示
叉

は
条
例
簿
の
公
布
に
照
時
し
て

そ
の
公
布
mw
万
時
獄
、
制
掲
示
場

所
等
を
定
め
る
ζ
と
を
庭
的

と
し
た
条
同
開
で
す
。

A
支
所
綾
蜜
条
僚
の
…
削
酬
改
ぽ

世
相
絞
官
民
需
問
の

-m出
関
区
域
w
h
ふ
〈

学
「
制
僻
」
弘
管
制
剤
え
る
一
務
改

庇
で
す
。

A
時
揖
同
輯
欄
帯
組
問
会
絞
綬
条
例
の
跨

止中
串
条
僚
は
、
新
市
町
村
繍
抑
制
紙

後
進
訟
の
規
定

κ霧
器
波
め
ま

し
た
が
本
法
が
失
効
し
ま
し
た

の
で
条
例
も
療
止
し
ま
し
た
o

A
融
制
醐
胤
波
数
条
絞
め
一
部
改
正

水
議
緩
め
緩
欄
線
、
土
地
区
画

議
選
挙
薬
品
W

掛
概
論
騰
、
保
管
一
院
の

潜
設
、
持
執
念
畿
の
新
総
、
会
開
問

帥
臨
時
間
設
等
の
た
め
除
隊
波
数
の

糊
明
知
加
を
図
っ
た
も
の
で
す
。

点
結
特
別
融
酬
の
総
員
で
非
常
齢
制
m
w

も
の
の
縁
組
問
及
び
費
用
品
宵
償

象期間
m
w
一
惣
改
定

酎
阿
波
仲
間
宅
入
絞
殺
選
考
委
員

報
開
隣
自
額
七
夜
間
を
飢
え
、
ほ

か
に
条
例
議
機
脅
し
ま
し
た
。

A
役
翁
庁
舎
建
設
緩
愈
象
燃
の

制
定

さ
き
に
一
絞
会
計
予
算
で
総

附
関
し
た
ニ
千
万
m
m
の
役
場
庁
舎

曲
問
教
務
ム
躍
に
つ
い
て
法
の
定
め

に
よ
ち
条
州
側
を
剣
父
し
ま
し
た

A
A
上
水
遂
轡
総
特
別
会
計
条
綴

の
酎
制
定

新
し
く
特
別
会
計
者
数
綴
す

る
と
き
は
条
例
に
よ
っ
て
定
あ

敬
老
年
金
受
給
範
閥
拡
大

八
十
六
才
に
引
き
下
げ

ゑ
敬
老
に
箆
ず
る
条
例
の
一
節

敬一止
附
附
か
ら
の
敬
老
年
金
支
給
対

象
地
怖
の
年
令
奇
「
八
十
七
才
」

か
ら

η
八
十
六
才
」
に
下
げ
て

受
級
制
組
副
関
長
獄
中
八
し
ま
し
に
o

A
消
防
留
の
後
後
絡
に
関
す
る

条
例
m
w
制制定

品
掛
調
仕
掛
回
出
員
の
定
阻
閥
、
級
品
湖
、

総
与
、
栂
務
等
に
問
問
す
る
条

例
の
制
制
定

械
的
仲
間
関
条
例
を
整
借
問
し
て
一
…

つ
の
条
例
と
し
、

待
遇
改
毅
争
関
る
と
と
と
、
定

員
の
減
少
を
し
た
・
も
の
で
す
。

A
東
慈
常
務
総
蕊
総
合
側
開
発
事

務
組
組
合
綬
総
の
…
畑
附
改
怨

開
悶
ケ
宿
即
時
〈
柏
市
、
殺
後
手

貯
閥
、
波
山
町
、
刑
制
叫
閉
附
則
〉
樹
蜘
幾

何
総
合
の
一
事
業
(
火
葬
雌
朝
、
山
総
治
問

抑
拘
附
隅
離
病
舎
、
グ
レ

i
ダ

i
v

の
分
州
制
金
の
肺
純
潔
率
を
改
め
た

も
の
で
あ
れ
ソ
、
本
脚
叫
凶
国
、

rn分

の
ご
十
一
立
を
滋
品
M
m
w
二
十
に
減

努
き
れ
ま
し
た
。

A
軍
陣
臨
揖
後
条
例
の
一
線
政
世
広

水
道
官
事
業
の
開
始
氏
陣
げ
役
い

や
小
道
穏
を
新
設
し
辺
部
州
市
計
一
総

湘綿
L

を
「
都
市
関
発
朝
関
」
げ
い
絞

め
ま
し
た
。

A
関
税
関
十
年
度
一
般
会
計
補

叩院予世帯

総
紺
棋
笈
f
T
M
忠
小
島
一
点
十
九
万
九

千
mn
の
砧
鱗
刺
繍
で
、
そ
の
お
も
な

も
の
は
、
公
民
的
附
総
数
糊
滅
的
W

拙鱗

懇
で
あ
ち
ま
す
。

460 

な
う
よ
う
氏
絞
め
ま
し
た
a
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数
時
師
凶
域
由
時
差
出
掛
(
約
六
小
〉
組
舟
鵠
棋
を
対
ウ
メ
〈
拍
押
嵩
掛
川
間
関
路
〉

グ
渡
辺
み
r
h
g
〈
制
叩
枚
小
〉
骨
却
益
ふ
小
学
校

グ
松
由
主
出
島
〈
後
渓
耕
僻
)
教
議
仁
謝
料
掛
翰
胡
沢
郁
材
〈
料
軒
町
間
〉

グ
掛
阿
木
災
地
4

〈帯抗措構築〉

H
A
誠
一
行
和
初
開
閉
〈
新
任
)

小
学
校
の
校
長

u
n
#
州
市
削
一
焚
{
官
開
銀
銭
)

M

M

機
械
簡
潔
人
(
幅
制
使
〉

と
し
て
十
一
点
晶
や
と
い
う
長
期
w
h

然

一

一

…

小

学

校

総

孫

子

中

学

校

わ
た
っ
て
本
野
教
育
に
尽
力
宮
教
部
期
総
綬
省
主
有
〈
領
民
一
小
〉
数
時
制
穴
場
悦
子
(
滋
鮎
野
市
〉

れ
に
線
本
先
生
は
、
と
の
た
び
教
務
渡
辺
絡
〈
松
湾
総
政
ふ
v

ρ

坂
本
明
子
〈
務
付
儒
〉

の
異
動
で
鎌
ケ
谷
小
の
綬
眠
時
ど
が
牧
臨
持
笈
常
持
〈
手
線
制
同
小
)
グ
官
同
様
畿
一
〈
判
明
附
属
〉

し
て
転
校
し
ま
し
た
プ
湾
総
ふ
第
四
小
学
後

u
H

湾
総
務
総
チ
ハ
続
長
)

学
校
で
滋
燃
し
た
制
間
際
先
生
も
校
長
肉
隊
総
後
〈
村
松
戸
川
川
台
小
〉
期
制
裁
取
移
納
税

十
三
絡
を
本
町
の
教
官
円
の
た
め
数
料
繍
綱
引
村
等
〈
我
孫
子
一
一
小
〉
鮎
制
緩
灘
間
関
敏
夫
〈
臨
時
国
潟
郊
市
〉

尽
き
れ
た
党
伎
で
あ
り
ま
す
。

M
M

蒸
ス
ミ
〈
凱
悶
橋
業
開
幽
4
日
小
〉
激
論
陣
伊
藤
綾
子
(
布
佐
市
〉

転
入
の
却
時

p
小骨
H
京
子
{
部
制
緩
〉

p
関

部

時

仲

久

州

統

付

問

〉

一

、

目

的

第

一

小

学

校

グ

土

田

聞

記

久

子

〈

部

制

緩

〉

M
H

綬

臨

問

拍
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